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一 '

水

戸

藩

常

雫

倉

の
成

立

(水
戸
藩
常
準
倉

の
研
究
、
本
論
の
三
)

本

庄

榮

治

郎

第

一
節

常

李

倉

の

性

質

、

華

倉
は
元
来
官
府
の
財
力
を
以
・
穀
物
姦

四具
・
、
市
場
の
籍

を
鶉

芒

む
る
.
蟇

目
曽

す
、
も

の
で
あ
る
・
然
ら
ば
水
戸
醤

於
・
天
保
二
年
以
來
行
は
発

墓

婁

・
も
の
は
、
果
。
・
如
要

る
性
質
を

有

す

る

も

の

で

あ

ら

う

か

。

,

蚕

慣
蟹

天
保
元
集

暴

烈
公
が
稗
・
増
蓄
・
嘉

、
皐

倉
を
解

べ
き
㍗
・
つ
き
、
郡
宰

轟

議
せ
し
ご
き
の
公
の
手
貰

遊

朋
)
・
見
・
・
、
・
れ
・
は
特
に
設
立
・
ん
与

る
悪

寒

、
、
。
、
性

慕

極
め
て
明

か
無

き
出

・
れ
唐

・
。
堅

甲

、
.

9

『糞

貴
き
時
は
　

侮
り
・
醤

時
讐

…

隻

累

・
・
叢

量

・
.
依
・
・
作
に
て
米
領
臨
き
時
は
買
入
、
異
作
に

て
貴
き
時
は
害

し
・
甚
賞
か
ら
藁

…

様
・
致
、
且
董

・・
買
・
讐

ど
難

を
・
き
候
景

の
由
。
然
る
虎
領
巾
之
義
は
先
代
よ
り

麗

江
穀
留
霧

据
羅

遊
・
米
警

時
・
入
穀
・
禁
・
、
・
・
時
・
・
撃

禁
じ
、
議

を
輩

に
霧

閾
法
に
候
.
共
、
。
答

の
。

'

、

蕊

叢

水
戸
落
果

・
量

第
支

竺

髪

貌

四
五
)

。
。
。

字



鬼

、

論

叢

水
戸
蓉

誓

の
成
立

第
支

管

(第
五
號

里
c

九
.○
八

コ

法
相
立
、
米
便
職
き
時
は
買
入
貴
き
時
は
貸
出
し
候
様
不
致
侠
而
は
實

に
準
準

の
政

は
行
れ
中
間
敷
候
岬

帥
ち
從
來
同
薄

存
せ
し
.穀
物
讐

入
の
法

の
み
に
て
は
繕

・
翻

す
・
・
は
不
+
分
な

り
こ
し
・
薯

常

客

を
設
け
ん
・
す
・
も
の
で
あ

っ
て
、
墓

倉
黍

の
性
質
を
難

せ
し
め
ん
喜

る
も
の
な
る
や
疑

奇

ら

ざ
る
庭
で
あ
・
。
-
、
の
警

日
は
養

も
撃

説

か
れ
て
ゐ
・
。
例

へ
昊

保
七
年

・
華

倉

關
す
る
例
規
を
設

け
、
掛
員
を
戒

め
し
呼
書

の
中

に
も
、
常

卒
倉

は
『
相
場
李
均

の
爲

出

入
致
候
」

も
の
な

る
こ
ご
.を
説
き
、
他

に
流

　

用
す

る
.こ
ご
を
禁
じ
、
天
保
十

「
年
に
常
李
倉

の
趣
意
を
藏
奉
行

に
訓
示
し
だ
る
際
に
も

『筆

の
儀
は
相
場
高
く
し
て
人
々
望

に
農

籍

は
轡

、
右
金
・
覆

方
藷

・
置
、
又
下
直

史

籍

覆

節
は
塞

を
以
臭

・
常
に

相
場
を
挙
均
に
致
し
、
人
を
救
候
良
法
に
候

へ
ば
』
云
々

う

ご
述
べ
、
天
保
+
二
年

百

+
天
運

・
、
同
様
の
余

響

ら
れ

…

露

等
の
こ
疹

ら
見
て
も
穀
繁

華

こ
い
ふ
こ
ご
が
水
戸
潜
窟
季
倉

の
本
家
の
目
的
で
あ
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。

=
、
備
荒

烈
公
は
爾
前
掲
天
保
元
年

「
月

二
十
九
日
の
手
書
の
末
尾

に
附
記
し
て

『
農

。
了
簡
に
て
は
・
は
り
籾
貯
に
致
度
穫

、
さ
…

高

な

麟

・
者
共
の
Y
簡
・
而
稗
・
養

ノ覚

帳
へ
ば
・
農

林
舞

可
申
に
は

無
之
候
へ
共
、
救
揚

揚

愚
昧
の
心
付
に
て
無
之
綾

此
要

々
串
嬰

』

。
あ
っ
。
、
墓

倉
は
馨

の
如

き
凶
荒
藩

の
た
・
に
非
ざ

・
・」
茎

明
か
・
し
て
ゐ
・
・
然
る
に
其
後

量

つ
。
、
、
の
考
は

垂

し
π
・
も
の
の
㌍

、
天
保
七
八
年
の
磯
讐

際
し
て
は
・
先
づ
馨

を
開

い
て
救
警

1).水 戸藩 史料 別記 ⊥ 、37,一2頁 。
2) 別 記下 、434頁 。同

3) 親 書 類 纂 三 十 。

4) 水 戸藩 史 料 別 記 下 、439頁 。
1)水 戸 藩 史料 別 記 上 、374頁 。



努
力
・
葵

八
年
正
月
量

つ
・
再

手
元
貯
穀

(常
蓋

か
・
震

・
以
て
籾
四
荏

。
耀

に
梯
下
げ

て
・
救
済
の
用

に
供
し
・
寒
村

・
あ
皇

は
、
楚

・
命
・
・
粥
を
炊

・
て
施
興
す
る
こ
ご
、
髭

。
.、
の
手
元

貯
穀
を
支
出
じ
槌
こ
昌

、
大
阪
・
お
・
・
購
粂

誓

嘉

す

る
見
込
で
あ
b
、
且
無
償
で
は
な
く
懸

に
彿

下
げ
だ
も
の
で
あ
・
か
ら
蓋

然
語

用

・
籍

し
砦

の
で
は
な

㌢

の
見
解
も

一
懸

立
て
得
る
如
く
。
あ

る
が
、
事
質
飢
鯉

に
際
し
て
は
、
債
格
問
題
の
セ
め
の
彿
下
げ
で
は
な
く
し
て
、
救
済
の
覚
め
の
彿

下

げ

で

あ

り
・
具

九
月
捜

せ
ら
れ
棊

の
手
書
は
前

不
の
手
管

昊

・
署

、
墓

の
爲
・
貯

へ
し
穀
物
も

『
本
、

り
救
の
爲
め
に
貯
候
穀
・
か
・
・
年
柄
に
て
も
不
出
讐

而
は
是
春

模

せ
ん
も
無
之
』「
不
霊
之
費
易

論
不

宣
候
得
共
音

致
穰

大
仁
・
候

へ
ば
』
秀

・
ぎ

あ
っ
て
。
救
整

い
ふ
.、ご
の
爲
め
に
も
皐

稟

姦

す

る
こ
ご
、
な

つ
陀

こ
ご
は
明
か
で
あ

る
。

然
し
轟

の
示
す
脅

読

ぱ
常
省

(手
元
貯
穀
)姦

濟
の
奮

・
開
い
尊

、
・
は
、
唇

彼

れ
薩

で

は
な
一
、
天
保
八
年
の
飢
.饒
の
場
合
の
外
に
は
、
そ
の
確
讃
が
な

い
。
そ
の
外

に
、
天
保
四
年
に
薄
元
貯
穀
を
彿

下
げ
て
居
り
・
盤

任
の
「
葉

月
藩
救
蕃

神
牧
支
方
藏

記
」
の
記
事
ご
照
し
奪

て
考
ふ
れ
ば
或
は
、
れ
は

同
年
の
風
災
の
諾

接

し
セ
も
の
で
は
な
い
奪

も
考

へ
ら
れ
・
が
、
然
し
手
元
貯
穀
の
外

に
、
稗
倉
な
ど
の

純
粋
な
る
救
済
用
の
も
の
も
あ
る
・
毛

脅

、
呈

出
米
商
が
天
保
八
年
の
際
よ
り
も
遙

か
に
多
額
で
あ
る
か

ら

(約
九
千
穣

)
そ
れ
が
す
ぺ
美

保
四
年
の
風
災
の
奮

の
救
濟
誉

は
考

へ
ら
藍

。
從

っ
て
四
年
の
手
元
貯

論

叢

水
戸
藩
寒

食
の
登

第
+
蓉

(第
五
號

四
七
)

九
。
九

2)同

3)同

4)同

別 記 上、551頁 。 別 記一ド、434390

男明言巳「F、435頁o

別 記 下 、斗37頁 。別 記 上 、384頁 。
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「

諭

霞

水
戸
藩
常
事
倉
の
成
立

第
十
入
巷

(第
五
號

四
八
)

九
一
〇

穀

の
支
出
は
救
済

の
北
め
で

は
な
く
、
債
格

政
策

の
泥

め
に
行

は
れ
把
も

の
で
あ

る
か
、
叉
は
両
者
を
共

に
含

ん

で
居

る
も

の
で
は
な
か
ら
う
か

ご
も
考

へ
ら
れ

る
。

兎

に
角
、
右

の
如

き
事
情

で
あ

る
か
ら
常

李
倉
本

來

の
目
的

は
贋
格

季
均

の
爲

め
で
め

る
け
れ
ど
も
、
天
保

の

9
大
飢
饉

の
如

き
非

常
天
養

の
際

に
は
、

已
む
を

得
す

従
来
の
方
針
を
墾
更
し
、
常
平
倉

米
を
救
濟

の
紀

め
に
も
利

用
す
・
に
至
つ
砦

の
で
あ
・
　
。
『
皐

倉
之
儀

凶
荒
兵
乱
の
外

一
切
不
出
定
に
有
之
齢

な
ど

い
へ
る
こ
こ

か
ら
見

る
も
、
凶
荒

の
際
に
も
常
季
倉
米
を
獲
す
る
.こ
ご
を
考

へ
て
る
把
も
の
で
あ
ら
う
。

三
、
、
軍
粮

幕
末

に
至
っ
て
内
外
多
事
、
從

っ
て
軍
制
武
備
の
振
張
は
、
金
穀
の
警
備
ご
共

に
烈
公
の
大
に
意

を
用
み
し
所
で
あ
る
。
安
政
元
年
四
月
末
國
軍
艦
の
再
び
渡
來
す
る
や
、
齋
昭
は
特

に
常
卒
倉
の
貯
米

一
萬
俵
を

江
戸
に
廻
途
し
、
以
て
非
常
の
鍵
に
備

ふ
る
こ
ざ
、
し
だ
。
こ
れ
よ
り
前
、
嘉
永
三
年
六
月
に
常
卒
倉
米
を
財
政

融
通
の
π
め
に
流
用

せ
し
際
の
手
書
に
も
「
常
孕
倉
貯
の
儀
は
、
軍
旅
等
の
用
に
て
、
古
品
無
之
節
は
、非
常
の
節
、

の

公
邊
肝
要
の
勤
も
訣
候
故
』
云
々
こ
い
ひ
、
又
嘉
永
五
年
六
月
藏
奉
行
に
與

へ
陀
る
手
書

に
も

『
常
李
の
儀
は
第

褻

便
皐

か
・
し
、
且
罪

常
・
備

・
可
相
成
事
客

・
承
知
に
而
圃
云
々
ご
あ
っ
て
・
皐

倉
嬉

に
籍

李
準

の
π
め
の
み
な

ら
す
、
非
.常

の
際

の
軍
粮

に
供

せ
ん

こ
す

る
目
的
を
有

せ
し
も

の
で
あ

る
。
勿
論

こ
れ

は
外

國
事
件

の
起

る
ご
共

に
新

に
生

せ
し
庭

の
考

へ
で
あ

ら
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
決
し

て
制
規

を
柾

げ
て
流
用

す

る

わ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
寧

ろ
常

李
倉

の
目
的

の

一
部

こ
し
て
行

は
れ
だ
も

の
で
.あ

る
ひ

こ
の
こ
ご
は
前

示
の
手

5)
1)
2)
3)

同 上編 乾 、897頁 。

水 戸 藩 史 料 上 編 乾 、883頁 。 別 記 下 、457頁 。

同 別 記下 、453頁 。

同 別 記下 、454頁 。



■

書
の
文
句
に
よ
っ
て
・
明
か
・
あ
・
が
、
養

・
・

『皐

倉
・
讐

先
年
厚
暑

・
以
・
発
券
常
之
御
纏

に

理

法
御
竪

被
遊
・
凶
荒
読

之
外
、

一
切
御
下
げ
無
之
箋

邑

な
ど
ざ
述
べ
、
鐸

ご
煮

ご
を
並
給

し
て
み
る
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
即
ち
羅

換

す
る
・
ご
は
、
華

倉
の
目
的
の
蔀

を
成
す
に
至
つ
起

も
の
で
あ
っ
て
、
究
に
述
ぶ
る
如
き
塾
則
的
の
流
用
で
は
な
か
つ
セ
の
で
あ
る
。

四
、
財
政
流
用

手
元
貯
穀
(常
平
倉
)
が
藩
政
府

の
財
政
ざ
厳
重
に
嘔
別
さ
れ
、
之
意
流
用
す
る
を
得
ざ
り
し

こ
ご
は
・
前

に
も
述

べ
競

の
如
く
で
あ
る
ボ

末
・
及
ん
で
・
幕
府
も
諸
藩
も
昔

、
以
前
　

も
甚
し
舟

政
の
窮
乏

櫓

ん
だ
次
第
で
あ
る
が
、
沓

藩
に
於
て
も
同
機
で
あ
り
、
嘉
永
二
茜

四
月

に
は
在
江
戸
の
腰

よ
り
財
政

の
窮
迫
茗

・
し
、
墓

倉
米

一
萬
俵
を
貸
興
せ
ら
れ
む
こ
ご
を
請
ふ
慕

、
か
、
る
ト
、
。
は
制
規
の

ヨ

許
ミ

る
所
で
あ
る
か
ら
、
之
を
許
さ
す
、
特
に
懐
物
の
内
か
ら
こ
れ
を
貸
出
し
た
の
で
あ
っ
把
。
然
る
に
翌
三

年
査

江
戸
酸

　

再

び
常
葉

二
醸

俵
を
借
ら
ん
・
・
を
乞
ふ
量

り
、
烈
公
は
士
臣
の
鵬

を
黙
理

る
慧

び
実

警

枉
げ
て
制
規
を
破
り
、
此
度

に
限
b
、
そ
の
請
願
を
容
れ
て
華

倉
米
よ
り
融
通
す

る
一.
ご
.

を
認

め
花
㎝

こ

、
に
於

て
か
、
常
卒
倉

は
、
途

に
財
政
上

に
も
流
用

さ
る

、
に
至

つ
把
も
の
で
あ

る
。
.

以
上
述

ぶ
る
所

に
よ

っ
て
、
水
戸
藩
の
常
李
倉
が
如
何
な
る
目
的
を
有
せ
し
か
は
明

か
で
あ
ら
う
。
即
ち
第

一

に
は
穀
債

の
毒

を
期
し
、
第
二
に
は
凶
荒
兵
乱
量

す
る
備

へ
解

.
し
む
・
に
あ
っ
把
。
・
の
外
、
財
政
の
窮

論

叢

水
戸
羅

蕃

の
盛

華

客

(第
毒

四
九
)

九
=

4)常 耶 倉始 末(離 元 年 七 月)。

1)本 誌 第 十 七巻 五號51頁0

2)水 戸 藩 史料 別 記 下 、451頁o.

3)同 上 、452頁o
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＼

論

叢

永
戸
藩
常
事
倉
の
成
立

第
十
八
答

〔第
五
號

五
〇
)

九
】、二

迫
を
救

ふ
た
め

に
流
用

さ
れ
た

こ
ご
も
あ

る
が
、

そ
れ

は

】
時
の
例
外
的
現
象

ご
見

る
の
外

は
な

い
。
嚴

密
な

る
.

意
味

に
お
け

乃
常

孕
倉

は
穀
債

の
平
準

が
、
即
ち

そ
の
唯

}
の
目
的
で
あ

る
が
、
水
戸
藩

の
事
例

は
、
幕
末

に
行

は
れ
た
だ
け

に
、

そ
の
外

に
凶
荒
異
観

に
備

ふ
る
の
第

二
の
目
的
を
併

せ
有
す

る
に
至

つ
把
も

の
で
あ

っ
て
、
常

李
倉

こ
し

て
は
、

そ
の
性

質
雑
駁

に
陥
り

し
も

の

こ
認

め
ざ

る
を
得

渦
。

.
第
二
節

常

卒

倉

の

設

置

一
、
常
季
倉

の
成

立

烈

公

は
襲
封

の
後
、
'
間
も

な
く
天
保
元

年
十

一
.「月

に
、
常

李
倉

を
設
け
ん

こ
ご
を
郡
宰

・
謀
婁

の
で
あ
・
が
、
そ
の
書

は
次
の
如
き
詳
細
な
る
内
容
署

す
る
も
の
で
あ
っ
た
㎝

『
一
、
右
常

平
倉

の
愚
意
は
金
拾
爾
に
融
四
拾
俵

の
直
断
を
中
分
と
見
込
、
四
十
四
五
俵
よ
り
下
直

の
節

は
買
入
、

三
十
四
五
俵

よ
り
高
直

の
節
は
排

候

而
可
然
様
存
候
。
左
傾

へ
ば
大
岡
割
合
左
之
通

に
可
有
之
候
。

籾

四
十
五
俵
、
十
雨
に
四
十
五
俵

の
直
買
入

此
代
金
+
爾

粗

四
十
五
俵
、
十
雨

に
三
十
五
俵

の
直
彿

此
代
金
拾

二
雨
三
分
本
四
百
廿
八
文
線

、

さ
し
引

金
戴
雨
三
分
本
四
百
廿

三
文

盆

是
は
拾
雨

に
四
十
四
五
俵

の
相
場
、
翌
年

に
も
三
拾

四
五
俵

に
相
成
供
養
は
常
に
可
有
之
催
事

時
候

籾

四
十
人
使

拾
爾
に
四
十
八
俵

の
直
買
入

、
1)水 戸 藩 史料 別 記 上 、372頁 以下 。

「



1

此
代
金
拾
雨

紐
四
十
八
俵

十
雨
に
三
十
二
俵

の
直
擁

此
代
金
拾
五
両

差
引

金
五
雨

益

是
暴

雨
に
四
+
八
九
馨

現

、
四
五
・
年
の
内
に
竺

壬

三

雑

霜

揚
狂
ひ
候
需

々
有
之
候
事
。
右
之
轡

舗

、
升
昼

嚢

等

相
立
候
而
轟

纏

義
震

可
濃

密

養

穀
叢

入
籍

支
候
は
Ψ
年
々
獲

・
皆

養

不
足
の
者
㌘

有
之
驚

、
百
竺

饗

僅
四

五
俵
宛
養

出
し
、
熱

米
に
叢

立
候
は
Σ

高
家
需

は
四
五
萬
俵
程
の
馨

は
可
農

哉
と
存
候
。

一
・
手
元
金
三
千
里

並
役
所
金
五
講

、
禽

八
謁

の
禽

・
酉

、拾
霞

罫

覆

・
積
り
候
而
・
三
萬
五
千
俵
は
買
入
。
可
鰻

筒

.

套

禿
立
に
い
た
し
・
彿
の
時
垢

鍵

ひ
蓉

組
込
買
難
し
候
は
径

壁

書

の
住
職

立
、
水
菜

慮
の
蟹

來
、
領
義

民
の
救
不
過

之
、
農
大
の
仁
政
行
れ
可
申
哉
と
存
候
o』

然

る
に
討
論
審
議

の
後
、
此

際
は
寧

ろ
稗

を
増
著

す
る
こ
ご
が
急
務

で
あ
.る
ご
決

せ
ら
れ
、

こ
の
常

李
倉

の
議

は

亘

中
止
さ
窄

議

(簿

)
昏

迷
・
・
暫

で
・
・
ボ

・
、
公
・
如
何
・
・
し
・
建

・
政
・
行

は
ん
こ
し
・
途

に
幾
も
な
阜

元
の
事
業
ご
し
て
常
箪
食
を
創
設
す
る
に
至
つ
花
も
の
で
あ
る
。
即
ち
二
年
七
月

手
元
ご
藩
政
府
ご

各
金
五
千
雨
を
出
し
、
合
計

一
萬
爾
を

幕
府

に
預
け
、
年
九
分
の
利
を
仰
い
で

其
資
金
に

充

て
、
更

に
十

一
.月

に
は
政
府
経
費

の

　
部
ご
手
元
の
費
用
ご
を
節
し
て
爾
後
三
年
間
、
毎
歳
米
千
二
百
俵
を
貯

へ

の

る

こ
ご
、
し
、,
藩
政
府

の
財
政

よ
り
濁
立

せ
る
別
個

の
も
の
ざ
し

π
。

こ
れ
が
即
ち
手

元
貯

穀

ご
稽

せ
ら
れ

陀
も

の
で
あ

っ
て
常
李
倉

の
前
身

で
あ

る
。

論

叢

沓

薄

書

の
盛

筆

入
答

(節
義

五
こ

九
三

2)本 誌第 十 七巻 五 號45質0

3)水 戸藩 史料 別 記下 、431-2頁 。

,

吃」



、

`

論

叢

水
戸
藩
常
平
倉
の
成
立

第
十
入
魯

(第
五
耽
.
五
二
)

九
一
四

こ
の
手
元
貯
穀
が
常
李
倉
な
る
名
稻
を
有
す

る
に
至
つ
だ
の
は
、
天
保
十

一
年
⊥八
月
の
こ
ご
で
あ
る
。
天
保
七

人
年
に
は
飢
饉
が
あ
っ
て
、
手
元
貯
穀
の
内
か
ら
こ
れ
に
流
用
す
る
有
様
で
あ

っ
陀
が
、
其
後
豊
年
打
つ
い
き
、

十

一
年
頃

に
は
却
て
米
穀
の
多
き
に
苦
し
む
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
筏
金
奉
行
に
命
じ
て
、
其
管
理
金
中
か
ら

一
時
金

一
蕩

を
出

さ
し
め
、

こ
れ
を
以
て
米
穀
を
購
入
し
以
て
債
格

の
低
落
を
防
い
だ
。
面
し
て
こ
の
こ
き
始

初

め
て
手
元
貯
穀
の
名
稻
を
改

め
て
、
常
牛
舎

こ
し

把
の
で
あ
る
。
但
し
懐
物
ご
辮
す

る
藩
主
の
貯
穀
は
祀
宗
以
来

遺
し
お
か
れ
紀
も
の
で
め
る
か
ら
、
こ
れ
は
常
平
倉

に
加

へ
す
、
別
個
の
も
の
こ
し
て
、
後

に
至
る
ま
で
保
存
さ

れ
π
こ
ご
は
既

に
述

べ
た
通
b
で
あ
る
。

=
、
穀
倉
の
所
在

常
孕
倉
は
以
上
の
如
く
に
し
て
成
立
し
把
。
然
ら
ば
そ
の
穀
倉
は
何
虜

に
設
け
ら
れ
た
の

で
あ
ら
う
か
。
天
保
元
年
の
常
孕
倉
計
薔
の
際
の
手
書

に
は

『
倉
は
何
れ
の
所

に
作
候
て
可
然
哉
、
鳥
渡
考
候
て

は
太
田
邊
に
も
可
有
之
哉
ご
存
候
』

こ
め
る
が
、
東
湖
の
「
壬
辰
封
事
」
に
は
、

層

.

『
常
事
倉
の
義
、
先
達
而
思
召
被
爲
在
候
に
付
、
念

々
御
取
行
に
は
罷
成
兼
候
牛
同
役
共
よ
り
申
上
置
候
義
に
御
座
候
間
少

々
づ

」
も
相
識
申
度
、
猫

又
倉
は
太
田
杯

へ
建
候
而
可
燃
と
御
意
も
被
爲
在
候
所
、
太
田
村
は
愚
臣
扱
下

の
義

に
も
御
座
候
間
、
去
秋
巾
、
宥
村

へ
新
倉

】
.棟
相
建
、

(中
略
)

の

部
垂
、
太
子

へ
も
新
倉
粗
建
申
度
普
請
の
入
用
和
濟
候
横
額
出
候
虚
栄
だ
相
濟

不
中
仙
』

ご
あ
る
が
、

「
回
天
詩
更

」
に
は

、
『簾

蕃

書

於
奇

肇

雑

李

三
所
、
喬

肇

・
農

。
未
愛

奈

何
患

4)
1)
2)
3)

同 上 、435頁o

水 戸藩 史料 別 記上 、367頁 。

束 湖全 集、633頁 。

同 上 、25頁 。



茎

・
忽

、
皐

倉
が
太
田
、
部
垂

(論

人
V
の
二
・
所

に
設
置
・
れ
、
太
子
の
分
は
未
成
立
で
め
つ
把
・
ご

は
明

か
で
あ
る
。
、

こ
の

ニ
ケ
所
は
束
湖

の
支

配
下

に
あ

る
土
地
で
あ

る
が
、

こ
の
外

に
水
戸

に
も

一
ケ
所
設
け
ら
れ

花
如
く

で
あ

の

る
。
杉
山
常
孕
倉

正
稗
す

る
も

の
が
そ
れ
で
あ

る
(註
こ
。
術
江
戸

に
も
支
倉

を
設
け
ん

こ
し
セ

が
、

そ
れ
は
貴
行

さ
れ
な

か
っ
た
(註
二
)。

」

⊃ロ

(竺

)杉
山
寒

倉
に
つ
い
て
昊

保
±

隻

ハ
是

『
中
納
藻

杉
山
御
薯

被
鰻

、
蹉

金

高
雨
下
げ
儒

買
穀
緩

藻

嚢

馨

候
』

と

い
ふ
記
事
が
あ
り
、
天
保
十
三
年
十
二
月
藏
来
行
ポ
リ
倉
庫
を
櫓
談
せ
ん
こ
と
を
塵
議
し

『
杉
山
六
十

一
番
四
十
四
番

の
御
強
二
棟
十
ヶ
年
程

以
前
嵐
に
て
吹
倒
御
坂
挑
に
罷
成
、
今
以
御
造
立
無
之
、
然
る
塵
前
書
申

上
候
通
り
御
好
穀
是
迄
無
之
英
大

の
御
負
鍛
に
罷
威
、
此
程
椙
山
河
岸

両
所
御
藏

に
何
れ
も
ひ
し
と
需
切
御
職
繰
甚
六
ヶ
敷

此
上
如
何
様
繰
合
候
而

も
二
萬
俵
を
も
積
入
候
様
に
は
何
共
安

心
不
仕
、
尤
両
所
恥

四
棟
五

り

棟
位

の
御
建
地
は
有
之
候
閻
御
普
請

の
儀
其
筋

へ
申

出
候
様
可
仕
奉
存
候
。
亦
外
に
可
然
御
城
地
御
見
立
脚
造
立
被
遊
標
方
可
宜
候
哉
』
と

い
ひ
、

ア

ま
た
安
政
四
年
閏
五
月

四
目
蔵
奉
行
に
命
じ
て
杉
山

及
び
河
岸

の
倉
康

に
蓄
積
せ
る
蕾
穀

の
腐
耗
を
調
査
せ
し
め
L
記
事
も
あ
る
か
ら
、
杉
山
共

外

に
も
倉

の
あ
.つ
た

こ
と
」
考

へ
ら
れ
る
0

9

(駐
=
)
天
保
十
四
年
三
月
、
烈
公
は
藏
奉
行
に
畜
殺

の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
諭

し
、
聾
弘
化
元
年
四
月
二
日
に
は
常
事
倉

の
規
模
を
籏
暖
し

て
江
戸
の
本
所
石
場
に
支
倉
を
設
け
ん
と
し
、
蔵
奉

行
等
も
共
畢
を
賛
成
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
翌
月

六
日
に
公

は
致
仕
幽
屏

の
身
と
な
り
し
た

由

め
、

ζ
の
.事

は
中
止
と
な
っ
た
o

ラ

三
、

制
規

「
水
戸
藩
史

料
]
に
曰
く

「
七

年
(
献
〉
二
月

二
十

一
日
常

平
倉

の
例
規

を
設

け
、
卑
書
を
下

し
て
掛

員

を
戒

め
、
以

て
其

の
監
督
を
嚴

に
せ
b
、
其

の
書

に
曰
く

論

叢

水
戸
藩
常
甲
倉
の
成
立

、

「

第
十
入
巻

(第
五
號

五
三
)

九
】
五

言1静講薪 麟 羅 畠欝欝 こ帝勝 報鱗 二號.
6) 水 戸藩 史 料 別 記 下 、轄 頁。
7)M-h3,pU893To

8)R-h,4450,AT*

IVaaex,434AO・ 　
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駐

論

裟

水
戸
藩
常
平
倉

の
成
立

.

第

十
八
巷

(第

五
號

五
四
)

九

一
六

相
齪
以
來
手
元
金
に
而
別
殿
仕
法
之
貯
穀
は
士
民
之
爲

目
複
心
思
を
端
し
、
常
平
倉

に
取
雄
傑
條
相
場
平
均

の
爲
出
入
致
候
外
、
常
輪
指
支
候
師
た

り
共
、
直
書
を
以
て
下
知
下
敷
候
内

は
、

一
粒
た
り
共
、
妄
り
に
出
し
申
問
敷
事
』

・

云

々
ご
、
薙

に
所
謂

例
規

な

る
も

の
は
、
軍

に
上
記

の
手
書

の

こ
ご
を
指
す

も
の
で
あ

る
か
、

そ
れ

こ
も

こ
の
手

書

の
外

に
詳
細

な
る
規
定

が
あ

っ
た
も

の
で
あ

る
か
、
明
ら

か
で
は
な

い
が
、
右

の
手
書

が
即

ち
例
規
を
示

せ
る

も

の
な

り
こ
す

る
な
ら
ば
、
そ
は
極

め
て
簡
軍
明
白

な

る
規
定

で
あ

っ
て
、.

常

李
倉

米
を
米
贋

調
節

以
外

の
事

に

亘
っ
て
流
用
す

る
こ

ご
を
禁
ず

る
こ

い
ふ

一
ケ
條
を

示

す
も

の

に
過

ぎ

識
。

然
し

こ
の
流
用

を
禁

止
す

る
こ

い
ふ

こ
ご
は
實
際

に
於
て
は
中

η
重
大
な

る
規
定

で
あ
る
。
蓋
、
若

し
他

に
流
用

す

る
こ
ご
を
認
む

る
な
ら

ば
、
常

牢

舎
本
来

の
目
的
は
容
易

に
塗
行
し
得
な

い
こ
ご

、
な

る
か
ら
で
あ

る
。
天

保
十

二
年
正
月

に
掛
員

に
合

し
て
常
季

の

倉
の
出
納
を
嚴
密
に
せ
し
め
し
ご
き
の
手
書
も
、
前
掲
天
保
七
年
の
手
書
ご
殆
ん
ど
同

一
文
面
で
あ
り
、
術
其
他

に
も
屡
同

】
の
趣
旨
が
命
ぜ
ら
簸
て
を

つ
て
、
流
用
禁
止
の
命
倉
は
嚴

こ
し
て
存
在
し
て
を
つ
に
も
の
で
あ
る
。

故
に
弘
化
四
年
十

]
月

に

(盟
幡
屏
)
常
時
水
戸
藩
の
後
見

に
る
三
支
藩
…主
(
職
僻
綴
岐
塒
輔
徽
劇
瓢
僻
徹
學
)
よ
b
賜
米
の

缺
乏
ご
穂
し
て
宮
中
倉
よ
り
出
殻
す

べ
き
こ
ご
の
命
倉
が
あ
っ
た
時
に
も
、
蔵
奉
行
は
そ
の
順
序
を
践
ま
す
し
て

制
規
に
違
反
す

る
も
の
こ
し
て
断
然
之
を
拒
絶
し
把
。
翌
嘉
永
元
年
四
月
、
公
こ
の
事
を
聞
知
し
.
藏
奉
行
が
威

権

に
屈
せ
す
制
規
を
守
b
し
こ
ご
を
賞
し
、
掛
員
に
賜
ふ
に
揮
毫
を
以
て
し
、
ヌ
別
に
禮
記
王
制
の

『
國
無
九
年

之
蓄
、
日
之
不
足
、
無
⊥
ハ
年
之
蓄
、
日
之
急
、
無
三
舞
之
蓄
、
日
之
國
非
英
図
也
』
の
語
を
大
書
し
て
藏
方
に
下

2)同 上 、439頁 ・

・

[
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の

附
し
、
年

々
御
用
始
の
節

に
は
掛
員
は
之
を
奉
拝
す
る
を
恒
例
こ
す
る
に
至
つ
把
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
後
、
嘉

永
二
年
閏
四
月
、
江
戸
の
執
政
よ
り

財
政
の
窮
迫
を

名
こ
し
て

常
雫
米

一
萬
俵
を
貸
興
せ
ん
こ
ご
を

乞
ひ
し
略

の

(鹸

欝

奪

)
之
を
許
・
す
、
特
褄

物
の
聖

り
之
・
貸
・
す
・一

発

。
庭
墾

集

月
再
び
江
戸

の
執
政
よ
り
華

二
萬
犠

を
借
ら
ん
こ
・
を
乞
ひ
、
警

制
規
姦

っ
て
之
を
許
し
把
こ
・
は
前
述
せ
し
聖

で

あ
る
。

こ
の

「
個
の
例
外
は
存
す

る
け
れ
ど
も
、

菓
他

に
於

て
は
、

そ
の
流
用
禁

止
の
規
定

は
よ
く
守
ら

れ
把

も

の
こ

い
は
な
け
れ
ば
な
ら

調
。
否
、
菅

に
流
用

を
禁
ず

る
の
み
な
ら

す
常

李
倉

米

の
在
高

の
如

き
も
掛

り
職
員

の
外
は
知
ら
し

め
ざ

る
方
針
で
あ

っ
把
。
天

保
十

一
年
十

月

の
内

訓

に
よ

る
ご

『常
器

の
儀
は
轡

葦

寄
・
金
加
役
・
渠

行
の
外
、
有
佐
筆

切
不
窪

緩

虚
、
如
何
致
・
姦

、
是
迄
塑

奉
行
方
へ
は
藏
奉
行
{

書

出
し
候
へ
ば
寝

所
に
て
讐

復

存
候
故
・
募

脇
手
の
方
へ
黛

・
霜

成
、
未
跡
響

無
穫

へ
ば
以
後
鍵

奉
行
需

は
拘
り
不
印
様
、

ら

家
老
若
年
寄
よ
り
達
せ
候
へ
ば
、
た
と
へ
以
後
勘
定
奉
行
よ
り
承
り
候
共
一
切
書
出
は
勿
論
、
有
穀
は
拙
し
間
数
候
』

ご
あ

っ
て
、
そ
の
.趣
意

は
極

め
て
明

か
で
あ
る
。

天

保

二
年

に
手
元
貯
穀

の
名

の
下

に
始

め
ら
れ
把

貯
籾

が
、
天

保
十

一
年

六
月

に
至

っ
て
常
李
倉

ご
し
て
名
實

共

に
成
立
す
る
に
至

つ
誓

ご
は
、
既
に
述

謎

導

で
あ
る
。
然
力
草

以
来
既
早

年
の
歳
月
を
経
て
を
る

こ
ご
で
め
り
、
米
穀

の
出
納

も
漸

く
頻
繁

こ
な

っ
た

が
た

め
、
之

が
監
査

の
法
を
定

む

る
の
必
要
を
生

じ
、
天

保

+

二
年
に
は
・
.爾
後
毎
年
出
納
精
算
書
を
提
出
せ
し
む
る
・
要

し
把
。
尤

こ
れ
よ
り
前
、
天
保
六
年
三
月
藏
奉

論

叢

水
戸
幕
営

準
倉

の
成
立

・
、

第
+
入
巻

(第
五
號

五
五
)

九

一
七

B)

4)
5)

同上 、449頁 。

同 上 、452頁D
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論

叢

水
戸
幕
営
早
食
ρ
成
立

第
+
入
巻

(第
五
號

五
山ハ)

九

一
八

行

へ
の
手

書

に
も

『
】、
常
時
手
元
貯
穀
有
高
員
数
承
り
申
催
事

的

一
、
.何
の
年
に
何
俵
買
入
と
申
儀
等
委
細
に
承
り
巾
候
享
』

ご
あ

っ
て
、
折

々
出
納
在
高
等
を
調
査

さ
れ

把
も
の

で
あ

る
が
、
出
納
精
算

書
提
出

が
確
定

さ
れ

把
の
は
、

右
の

天

保
十

二
年

の
こ
ご
で
あ
ら
う
。
翌
十

三
年

二
月

に
藏
奉

行

か
ら
現
在

穀
敷

を
精
査
上
申

し
把
が
、

そ
の
中

に
は

籾

の
外

に
米

の
貯
も
あ
う
、
ま
た
現
金

も
あ

っ
把
。

公

は
そ
れ

に
朱
批

を
加

へ
て

『右
金
は
又
粧
相
場
に
よ
り
買
入
に
可
致
金
也
』

『米
の
分
は
泥
々
籾
に
く
り
か
へ
候
仕
法
竜
可
有
之
哉
、
右
の
外
乍
少
分
多
も
有
之
候
鰍
に
昼
中
候
虎
、
是
以
有
之
候
は
Ψ
搬
に
か
へ
慶
事
な
り
』
.

の

な
ど
こ
述

べ
て
居

る
。
ま
た
天
保
十
三
年
十
二
月
に
は
藏
奉
行
は
常
李
倉
現
石
高
を
上
告
す
る
ご
同
時

に
、
米
穀

の
責
買
は
敏
活
を
要
す

る
に
因
り
、
新
陳
交
換
す
る
に
方
り
、
二
万
俵

以
内
の
出
納
は
参
政
に
稟
議

せ
す
し
て
直

田

ち
に
廃
置
せ
ん
こ
ご
を
乞

ひ
、
公
は
こ
れ
を
許
し
、
陀

い
事
後
に
こ
れ
を
届
出
で
し
む
る
こ
ご
こ
し
把
。
其
後
公

が
謹
慎
を
解

か
れ
て
再
び
藩
政
に
關
興
す

る
に
至
り
七
嘉
永
二
年
の
四
月
に
は
こ
の
出
納
精
算
書
を
上
申
す

べ
き

の

こ
ご
が
再
び
余
せ
ら
れ
て
居
与
。

以
上
述

べ
し
所
に
よ
り
極
め
て
大
綱
の
み
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
否
倉

に
閲
す
る
規
定
は
明
か
で
あ
る
。
師

ち
貯
穀

の
流
用
を
許

さ
い
る
こ
ご
ご
、
二
萬
俵
以
内
の
出
納
は
藏
奉
行

に
於
て
専
行
し
、
そ
れ
以
上
は
墾
政
ご
協

議
し
て
責
買
出
納
の
こ
ご
を
行
ひ
、
毎
年
出
納
精
算
書
を
提
出
す
る
仕
組
で
あ
っ
托
の
で
あ
る
。

6)
7)
8)

9)

景 山書 臓 の 腐 、 常平 倉 の部 。

水 戸 藩 史料 別記 下 、439-441頁 。

同上 、442頁o

同上 、450頁 。

■

冒



■
9

序
に
鑑

宮

闕
係
・
・
職
募

・
・
を
述
・・
て
撃

。
手
元
貯
穀
・
出
雀

ご
き
、
・
の
委
員
に
側
用
金

久
保
忠
・

(離

左
)
・
磐

、
震

・
隻

茎

袈

(贈

襲

舞

.
)藩

じ
、
米
穀
。
出
納
。
蘂

行
。
、

て
馨

せ
し
・
ら
れ
、
後
賀

は
護

(讐

を
以
・
充
・
あ

で
あ
る
、
而
し
て
楽

行
は
蛋

三
人
で
あ
っ

薙

弘
化
以
後
轟

甚
し
く
黄

保
中
・
・
在
職
せ
・
…

、
名
馨

爽

難

篶

讐

馨

鞭

)
・

み
で
あ
っ
も

天
保
±

年
上

月
に
は
・
・
の
藏
奉
行
の
班
位
・
霜

以
音

引
至

げ
丑

離

批
難

稗

舞

是
れ
楽

行
謁

朱

㌘

が
地
位
難

し
、
事
毎
に
深

せ
ら
る
る
傾
あ
,
拒

め
、
藏
奉
寝

る
職

権
を
引
上
げ
・
霧

の
繕

捷

し
態

の
で
あ
っ
陀
。
公
の
手
書
。

『
如
何
に
も
栗

行

・
下
妻

過
申
駿

、
勘
定
奉
行
挿

・
鍛

墜

有
之
擁

、
大
切
之
役
に
も
候

へ
ば
、
禦

尊

上
座
位
。
て
、
郡
夏

。

暑

或
は
小
姓
頭
取
杯
　

契

計
・
申
付
候
は
・・
、
.往

轟

走
塁
箆

押

レ
錆

も
有
之
毅

』
云
。

話

詮

よ

つ
て
も

明
か
で
あ
る
醐

(完
)
,

・

論

叢

水
戸
藩
常
平
倉
の
成
立

●

.

第
十
入
雀

(第
五
號

五
七
)

九

一
九

10)

11)

エ2)

同 上 、432頁09

同 上 、448頁 、諸 役 粗 糠 記 参 販。
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